









大学法人法が公布されました。 このことにより、 平成17年1 0月1日に新しい富山大学が誕
生致しました。 この新大学の開設は、 地域はもとより全国的にも大きな注目を集め期待さ
れています。 一口に新富山大学の誕生といいますが、 その実現に幾多の困難がございまし
た。 富山医科薬科大学の各理事、 監事、 学長補佐はじめ数多くの教職員が日常の教育・研
究・診療・事務・看護技術などの仕事と同時に、 法人としての新しい運営方針を実行して
いくという想像を絶する激務に従事いたしました。 そういった辛苦の中で法人化 2 か月後















新富山大学は、 平成16年 4月の法人化後に初めて、 しかも3つの大学を統合することに
より誕生いたしました。 規模や求めるところが異なる異質の3つの大学が 1 つになること
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の違和感や不 自由さを乗り越えることができたのは、 教職員はじめ関係各位の高い志、 見
識、 努力の賜物であります。






り、 「人間として何が正しいか判断するJ I公正、 公平、 誠意、 正義、 勇気、 愛情、 謙虚な
心」を大切にすることから生まれるものであります。 もし我々が、 日本人が古来より美徳
としてきた「和」を忘れるようなことがあれば、 この新星は混乱や 自滅の運命を辿ること













現在進行中の教育改革は、 1 00年に一度あるかないかの規模と 多様性を内包した制度改
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生命科学に関係する分野では、 大学で学ぶべき情報量が過去20年間で1 0 倍に達したと言
われています。 人文社会科学でも新学問分野が続々と創造されています。 これらを従来型
の教育方法ではカバーすることは難しく、 問題発見・解決型教育を導入しなければなりま
せん。 さらに、 教養教育や様々な体験学習を通して、 他者と喜びゃ悲しみなどを共感でき
る感性豊かな人材を養成しなければならないと思います。 これらの着実な遂行には、 1 ) 
教養教育の見直し及び再構築、 2 )新大学教員の教育研修(ファカルティー・デベロップ
メント)、 3)学生に対する授業評価アンケート結果に基づく授業改革、 4)教員の情熱
と努力、 教育業績の適切な評価とインセンテイブの導入、 5 )任期制を活用した優秀な真
に国際レベルの教員の確保、 6)寄附講座の設置や産学連携による人員や財源の確保、
7 )欧米の一流大学との単位互換による国際的な教育、 8)国際的評価の高い教授による





組むことが望まれます。 また薬学教育の 6 年制移行に伴う入試、 教育などについても慎重
に対応しなければなりません。
新大学の 1 つの目玉として、 平成1 8年 4月から生命科学を中心とした医薬理工融合型教
育・研究拠点形成を目指す国際水準の大学院が新設されます。 この医薬理工融合型新大学





た医師、 薬剤師、 看護師、 理工、 芸術文化や人文社会分野の第一線で活躍できる人材、 さ
らには先端的な研究や教育を担う人材を育成することで、 地域に根ざした世界に誇れる教
育や学問を通して地域と国際貢献に寄与し、 新大学の個性を鮮明にする必要があります。






す。 地域とは何か、 世界とは何か、 とくに世界的という場合には、 このことを十分に心し
















きライフサイエンスの分野には、 ポストゲノム研究、 脳研究、 免疫・感染症研究、 再生医
療、 食糧・環境問題、 分子イメージングなどがあります。 ライフサイエンスと同様の科学
技術推進の重要領域として、 ナノテク・材料、 情報通信、 環境などの領域が考えられます。
幸いにも新大学は、 これらの領域とほとんど関係しており、 このような変革の時代に国民
の福祉向上、 生命科学や科学技術革新の新たな飛躍を目指すべきであると考えます。
とくに新大学においては、 全国的にも珍しい医、 薬、 理、 工、 芸術文化、 人開発達や和
漢薬の研究者が連携して教育・研究を推進できる環境にあり、 これらの学際的な連携によ
り、 上記のような重要な諸領域、 東西統合医療および生命・情報システム等の研究、 さら
には人文学、 社会学、 経済学、 教育学でも新しい学問分野の創造を推進していくべきであ
ります。 国内外でも高く評価されている和漢医薬学総合研究所、 極東地域研究センター及
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ぴ水素同位体科学研究センターにおける特色ある研究もさらに発展・充実しなければなり
ません。

















構想には、 新大学が誇る和漢医薬を含めることが必要で、あります。 薬学の分野では、 県内
の大学、 企業、 行政機関が連携して創薬研究を推進するための組織であるフォーラム富山




新大学は設立理念や歴史の異なる3つのキャンパスに 8学部、 1 研究所を有しておりま
す。 当然、 運営上多くの問題が出てくることが予想されます。 個々の問題はともかくとし
て、 まず役員会を中心とした管理・運営体制を整備することが急務であります。 また、 い
かに大学全体の多様な意見を吸い上げ、 そして学長のリーダーシップを確立していくかも
二律背反の難題であります。 学長補佐体制の確立、 人件費管理、 評価に関する組織、 企画
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が、 学長はじめ大学の全教職員が新大学の未来のために、 人のため、 世のためという人間
として最高の心と「和」 のフィロソフイーをもって取り組んで頂くことを切に祈念してい
ます。
最後に法人化後の最初でしかも3大学統合にこれまで微力ながらも全力を尽してきた富
山医科薬科大学の一人としても、 大学の将来への明るい展望が聞かれることを期待して止
みません。
